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神戸市教育委員会文化財課

上池遺跡は、神戸市西区玉津町上池地区に広がる遺跡です。これまでに昭和 61・63年度

に発掘調査を実施しており、平安時代頃の集落遺跡であると考えられています。

特に、昭和 61年度に今回の調査地の東側で実施した調査では、地面に穴を掘って柱を立

ほったてばしらたてもの ど き だ

てた「掘立柱建物Jと呼ばれる建物跡や、土器が密集して見つかった「土器溜まり jなど

の平安時代前期頃の人々の生活跡が発見されています。

今回の調査地は、過去2回の調査地の間にあたり、本年8月から実施しています。今回

地元にお住まいの皆様方に見学していただくのは、調査予定地の東半分にあたる部分です。

現在の調査地で、平安時代後半~鎌倉時代の溝や、平安時代前期頃の溝や柱穴が見つか

っており、柱穴の中には、掘立柱建物としてのまとまりが認められるものが 7棟分見つか

っています。今後さらに検討すれば、建物としてまとまる柱穴はさらに増える可能性があ

ります。

また、昔の生活面の上に堆積した土層や柱穴や溝などから奈良時代から平安時代を中心

いぶっ

とした時期の土器などの遺物が多く出土しています。見つかった遺物の中には、点数は少

りよくゅう かいゅう

ないですが、瓦や緑粕陶器、灰紬陶器(緑色や灰色の軸薬〔うわぐすり〕をかけて焼かれ

た陶器)なども含まれており、役所や市場などで、あった可能性も考えられます。

現在はまだ調査の途中であり、不明な点も多く残されています。西側の調査も含めて現

地での調査が終了次第、西区の埋蔵文化財センターにおいて整理作業を行う予定です。

整理作業が進めば、さ-らに多くのことがわかる可能性があります。
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〔神戸市埋蔵文化財センター〕 神戸市西区椛台 6丁目 1 TEL 078-992-0656 

0神戸市内の遺跡から出土した土器などの遺物の展示や整理作業を公開中!

市営地下鉄 西神中央駅より南へ徒歩6分

開館時間 10時から 17時まで(入館は 16時半まで) 月曜休館 入館無料


